
教育・保育等の量の見込みと確保の内容 

 

【量の見込みと確保の内容について】  

 第２期小牧市子ども・子育て支援事業計画（以下「本計画」という。）は子ども・子

育て支援法に基づき、教育・保育、地域子ども・子育て支援事業のそれぞれの量の見込

み並びにそれに対応する提供体制の確保の内容及び実施時期を定めています。  

「教育・保育、地域子ども・子育て支援事業の量の見込み」とは、子ども・子育て支

援に係る現在の利用状況及び潜在的なニーズを含めた利用希望を踏まえ、幼稚園、認定

こども園、保育園、放課後児童クラブなどについて必要となる利用人数を見込むことを

いいます。 

本計画においては平成３１年１月に実施した「小牧市子ども・子育てに関するアンケ

ート調査」をもとに、事業の利用実績や現在の供給体制、今後の動向などを踏まえ、各

事業の「量の見込み」を設定しています。 

また、各年度の「量の見込み」に対応した提供体制（利用定員など）を「確保の内容」

として記載しています。 

 

【実績報告書について】 

 

 実績報告書では、各事業の上段の表（Ⓐ）に本計画策定時の「量の見込み」と「確保

の内容」を【見込み】として記載しています。  

 下段の表（Ⓑ）は、各年度の利用実績及び実際に確保できた「確保の内容」を【実績】

として掲載しています。  

 ※本計画策定時からの状況の変化などにより、ⒶとⒷの表で「確保の内容」に差異が

ある場合があります。  
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